
(普通作物一麦一育種） (農産一育種一二条大麦）

課題名

試験研

究年次

２１二条大麦の半数体利用による新品種育成法

半数体利用によるビール大麦品種の育成

60～1年（完了）

分類 ③

Ｉ目的栽培大麦と野生大麦（H,bulbosum）を交配すると大麦半数体が得られる。この半数
体の染色体を倍加すると直ちに固定系統となることを利用し、 ビール大麦の育種年

限の短縮化を図る。

１１試験方法

１半数体倍加系統の来歴及び試験規模

（１）交配組合せ：九州二条10号／関東二条25号、吉系19／関東二条25号
（２）半数体：上記２組合せのＦ１に野生大麦（Cb2920）を交配し作出した

（３）半数体倍加系統：得られた半数体をコルヒチンで染色体倍加して作出した
（４）収量試験１年目：九州二条10号／関東二条25号由来倍加系統111系統、

吉系19／関東二条25号由来倍加系統９８系統

播種面積0.5～2.8㎡播種方法広幅播

（５）収量試験２年目：九州二条10号／関東二条25号由来倍加系統２８系統、
吉系19／関東二条25号由来倍加系統２８系統

播種面積6.7㎡播種方法４条ドリル播

２試験経過

（１）６２年４月栽培大麦交配（２）６３年１月半数体作出（３）６３年６月固定系統獲得

（４）６３年9～11月種子増殖（５）６３年度（播種年度）収量試験、縞萎縮病検定

（６）元年度収量試験、醜造適性試験（63年度産収穫物について栃木分場に依頼）

（７）２年６月半数体倍加系統由来の有望系統を選抜

Ⅲ主要成果の概要

１栽培大麦同士の交配を行ってから約3年という短期間で各組合せから２系統ずつ計４系統

の有望系統を獲得し、それぞれ吉系3０，３１（九州二条10号／関東二条25号由来）、吉系32、

3３（吉系１９／関東二条25号由来）の系統名を付けた。

２これらの系統はいずれも縞萎縮病及びうどんこ病抵抗性を合わせ持っている。麦芽品質
Iまよく、多収で整粒歩合が高い。
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Ⅳ主要成果の具体的データ

第１表有望系統の生育調査成績（元年度）

系統名出穂成熟稗穂穂倒うどん縞萎下葉

期期長長数伏こ病縮病枯れ

月 日月日ｃｍｃｍ本/㎡

吉系 3 ０ ４ ． １ ０ ５ ． ２２８３６．５４１４無無無微

3１４．０９５．２２９４７．３５５１微無無少

3２４．０８５．２２９０６．８５３３無無無微

3３４．０６５．２２８７６．４５２９無無無少

ﾆｼﾉｺﾞｰﾙﾄﾞ４．１１５．２２９３６．１４９２無多無多

(比較）

第２表有望系統の収穫物調査成績及び頭造特性

系統名子実比率撒整粒整粒整粒比率外観評点の比較

重重歩合千粒重重品質品種との差

％Kg/10ａ％ｇｇＫｇ/10ａ％

吉系3０４１９１０３６７８８８．３４５．１３７０１２２中中１５．７

3１５０５１２４６８２８８．５４８．７４４７１４７中中０

３２４８８１２０６８７８３．８４６．７４０９１３５中中１３．３

３３５３０１３０６９１８５．２４７．２４５２１４９中中９．２

ﾆｼﾉｺﾞｰﾙﾄﾞ４０８１００６４８７４．４４３．５３０４１００中中一

(比較）

注）収穫物は元年度産について，醍造特性は６３年度産について調査した

Ｖ成果の評価と取扱上の留意点

本育種法は短期間に有望系統を得ることができるので、緊急を要する品種育成の場面で有効な

手 段となる。 ．

Ⅵ今後 の 研 究 上 の 問 題 点

2年度からビール大麦合同系統比較試験、系統適応性試験及び特性検定試験に供試して、栽培

特性や酸造適性の検討を行う。

Ⅶ 資料名一

60年度福岡県農業総合試験場農産研究所二条大麦育種試験成績書

61～63年度福岡県農業総合試験場秋冬作試験成績概要書

－５９－


